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BERTを用いた歌詞表現の特徴分析 

佐野貴紀 1 

1慶應義塾大学大学院社会学研究科心理学専攻 

Abstract: 

近年，自然言語処理手法として BERTモデルが注目を集めている． BERTは，Attention機構を用いることで，モデルが注意を

当てている単語や文章の定量化が可能である．このモデルは翻訳や文章分類など様々な場面での社会実装がなされている強力な

手法である．本研究では，BERTモデルと Attention機構を用いて歌詞表現の特徴抽出を試みた．その結果，どのような歌詞表現

がアーティストの特色を示しているかの定量的な確認ができた． 
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1. 研究背景・目的

近年，自然言語処理手法として BERTモデル[1]が注目を集

めている． BERTは，Attention機構[2]を用いることで，モ

デルが注意を当てている単語や文章の定量化が可能である．

このモデルは翻訳や文章分類など様々な場面での社会実装

がなされている強力な手法であり，近年では楽曲検索や楽曲

推薦などへの応用に向けた研究も進んでいる[3,4].これら

の検索や推薦アルゴリズムを検討する上で，楽曲の特徴や，

様々なアーティスト間の関係性を定量的に把握する技術は

応用の一助となる．そこで，本研究では，BERTモデルを用い

て様々な楽曲の歌詞表現の特徴の抽出を行い，楽曲の特色の

定量把握において BERT モデルが有用であるかを確認するこ

とを目的とした． 

2. 方法

はじめに，分析に使用する歌詞データを収集した．本研究

では，音楽ストリーミングサービスである Spotify で 2022

年に国内で再生数の高かった上位 10 のアーティスト（BTS, 

Official 髭男 dism, YOASOBI, Ado, 優里, Vaundy, back 

number, King Gnu, TWICE, Saucy Dog）の楽曲の歌詞を収集

した．これらの一つの楽曲の歌詞情報を学習データ，アーテ

ィスト名をラベルデータとして，分類課題として分析を行っ

た．モデルは，東北大学 乾・鈴木研究室が公開している事前

学習済みの日本語 BERT モデルを用いた．このモデルに，収

集した歌詞データを用いて 100epoch のファインチューニン

グにより学習をさせ，ホールドアウト法による精度検証を行

った．その後，正しく分類されていた楽曲に着目し，各アー

ティストに特徴的な歌詞表現について確認を行った．

3. 結果・考察

精度検証の結果，正答率は 0.653 であった．正解して

いたデータの中から，Attention機構によりモデルが注意

を当てている単語を抽出し，可視化を行った．その結果の例

を Figure 1,2,3に示す．例えば，King Gnuの歌詞の場合

は「塗」「遊び」「行く」などが，Vaundyの場合は「僕達」

「僕ら」「世界」「生きる」などが，Back Numberの歌詞の

場合は「君」「僕」「毎日」などが重要な単語として抽出さ

れた． 

Fig. 1 King Gnu 「Tokyo Rendez-Vous」の歌詞表現の特

徴抽出結果の一部抜粋 

Fig. 2 Vaundy 「不可抗力」の歌詞表現の特徴抽出結果

の一部抜粋 

Fig. 3 Back Number「僕の名前を」の歌詞表現の特徴抽

出結果の一部抜粋 

BERTモデルで分類に重要な単語を抽出した結果，アーティ

ストごとに異なる単語が重要となる傾向が見られた．今後は

より大規模なデータでの解析が必要となるが，BERTモデルは

アーティストの歌詞表現の特色を定量的に把握するうえで

有用であることが示唆された． 
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